
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ちいき to がっこう 
こどもまんなか 

地域と学校をつなぐ、地域学校協働活動推進事業だより 

2025 年 
７⽉ 

地域と学校をつなぐ。 
地域学校協働活動推進事業をご存知ですか？ 
幅広い地域住⺠等の参画を得て、地域全体で⼦どもの学び 
や成⻑を⽀えるとともに「学校を核とした地域づくり」を 
⽬指し、学校と地域が相互にパートナーとして連携・協働 
して⾏う様々な活動のことです。 

学校と地域、ともに協⼒することで課題解決が出来るとすれば、素敵だと思いませんか？ 
つまりは、「学校の課題を、地域の⼒を借りて」「地域の課題を、学校の⼒を借りて」サポートしあい、 
地域全体の活性化に繋げようという仕組みです。 

地域学校協働活動って、どんなことをするの？ 

令和 6 年度に実施された活動の事例の⼀部をご紹介します。 

新庄⼩学校 
新庄⼩では、地域と学校が協働し、⼦ども達を育てていくための地域
交流室「あじさいルーム」を令和 5 年に開設。毎週⽕・⽊の午前中に
地域に⽅に向け、開放されています。 
あじさいルームでは、地域団体主催による“⼦育てに悩みを抱える親御
さんが気軽に相談できる相談会”や、“地域の気になることをお茶のみ
しながら語り合う会”などを毎⽉開催。そういった時間を通じて、地域
の課題を発⾒する機会となっています。 
また、新庄⼩が災害時における地域の避難場所であることから、地域
の⽅々を対象とした防災について講習会の開催を予定。⼦ども達とと
もに防災について学べる機会を設け、地域との連携に注⼒し、⼦ども
をまんなかに学校を核とした地域づくりを⽬指しています。 

▲写真上段：1、2 年⽣の授業の復習の
時間。地域ボランティアの皆さん
が、学習サポーターとして⼊り、児
童も学びを深める時間となりまし
た。／写真下段：中間休みには、モ
ノづくりを通じて、地域の⽅との交
流の場となっています。 

ポイント 
“学校を核とした地域づくり”を⽬指し、校⻑が発起⼈となり、協 
⼒してくださる地域の⽅とともに、あじさいルームが⽴ち上がり 
ました。現状も課題と向き合いながら、多様な繋がりを⽣む場と 
し活⽤を⾏っています。 

今号では、⼩学校版（第 1 弾）となる、新庄⼩学校、明倫学園（⼩学部）、升形⼩学校の 3 校です。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

この事業の主役は、学校と地域の皆さんです。 
「地域の課題とは何か？」「学校の課題はどんなことか？」これらを⾒つめ、声に出し、出来ることから
両者が協⼒して⾏うことが、この事業のポイントだと考えています。 

 
「学校を核とした地域づくり」をテーマに、地域と学校をつなぐコーディネーターとして、⼦ども達の豊
かな成⻑を育み、活動の輪を豊かにし、主役である皆さんの⼿助けをして⾏きたいと考えています。 

地域学校協働活動は、地域と学校の皆さんが主役です！ 
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明倫学園 
学校運営協議会で、“地域の⽅々に気軽に学校へ⾜を運んでもらい、⼦ど
も達と交流を図るようなことが出来ないか”という案があがり、そのため
に、どんなことが出来るかなど、意⾒を出し合いました。 
学校の⽞関⼝にあり、多様な活動がしやすい「明友サロン」のスペース
を活⽤し、様々な企画を実施していくことで地域と学校の交流の窓⼝に
していこうということになりました。 
その⼀つとして、明友サロンを会場に、ロング昼休みの時間を利⽤し、
軽スポーツ体験を開催しました。 
企画開催においての機材の提供・指導・運営など、新庄市スポーツ推進
協議会が全⾯的に協⼒。当⽇は、地域の⽅の参加もあり、⼦ども達と⼀
緒に「ボッチャ」「モルック」「卓球 的あてゲーム」などを楽しみました。 
 
 

▲みんなでモルックを体験。 
 ⼤⼈も⼦ども達も、モルックを

前に、⼀気に真剣な表情に。 
 歓声もあがり⼤盛り上がり！ 

ポイント 
開校 5周年を⾒据え、まずは“出来ることから”地域と学校の交流の 
起点として「明友サロン」の活⽤が始まりました。 

升形⼩学校 
ふるさと学習で「なぜ、芋煮は郷⼟⾷になったのか？」をテーマに、学
習を実施しました。 
まずは、⼦ども達が学習で使う「⾥いも」と「ネギ」を、実際に⾃分達
で育てるところからスタートし、秋に収穫した材料で芋煮を作ることに
しました。 
芋煮作りには、お招きした地域の⽅からのアドバイスもあり、グループ
ごとに違う味の芋煮が出来あがりました。 
⼦ども達は、⾃分たちが育てた材料を噛み締めるとともに、それぞれの
味の違う芋煮を、満腹になるまで味⾒を⾏いました。 
何より、地域の⽅とともに⼟を耕すところから学習をするという、実践
的な内容を、⼦ども達⾃⾝の⼒で達成することが出来ました。 

▲いよいよ待ちに待った、芋煮づく
りの様⼦。 

ポイント 
1次産業である農業から、消費に渡るまで、⼀貫した実習内容を 

 地域と学校の連携がうまく取れた事例となりました。 


